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令和8年度 社会学科総合型選抜第2次選考の説明

日本大学文理学部社会学科

第2次選考ではプレゼンテ ー ションと面接による選考を行いますc

1. プレゼンテ ー ションについて

面接官(3名）の前でプレゼンテ ー ションを行います。 プレゼンテ ー ションのテ ー マは、 「 自身のこ

れまでの活動と社会学科での学びとの関連性」です。 出願書類に記入したご自身のこれまでの特筆す

べき活動についての説明をした上で、 それらの活動と社会学科での学びとの関連性について説明して

下さい。

発表は日本語で行い、発表時間は10分間以内ですp l0 分を超えた場合は、途中でもプレゼンテ ー シ

ョンを中止していただく場合があります。

選考当日は 紙にE刷したプレゼンテ ー ション用のー料を4 ご用意ください うち、3部を会場で

面接官に配付していただき、プレゼンテ ー ションを始めていただきます。会場にはホワイトボー ドがあ

り、模造紙などに書いた文帯を貼ることも可能です。希望があれば、 オンスクリ ーン ・ プレゼンテ ー シ

ョン（ディスプレイヘの映写）も可能ですが、 その場合は以下の点に留意して下さい。

くオンスクリ ーン ・ プレゼンテー ション希望の場合の注意点＞

·WindowsllのPC 上で読み取りが可能なUSBメモリに、プレゼン 用の資料のファイルを保存した上で持参すること。

PDFファイル とPowerPoint形式のファイルが使用可能なアプリはPCにイン スト ー ルされています。

・動画を使用したい場合は、 本学が用意した PCの動画 再生ソフトが動画のフォ ー マットに対応していない場合があり

ますので、 You'fu.beなどのオンラインの動画再生クラウドにあらかじめ動画 ファイルを保存し、 リンクから動画を再

生できる状能にして下さい。

• PC等の機材を持参することは可能ですが、 動作保証はいたしかねますので、 必ずUSBメモリにファイルを保存する

とともに、 紙に印刷した配付資料でも説明がで きるように準備をして下さい。

·PCとプロジェクタの接続は、標準的なHDMIケ ープルで行います。USB·Cによる接続や無線での接続は行えません。

・持参されたPC での映写の準備が 一 定時間(5分程度）を超える場合は、 オンスクリ ーン・プレゼンテ ー ションではな

く、 配付資料での説明に切り替えていただきます c

・持参したPCの画面を面接官に提示することは可能ですが、 鼈池切れや無線LAN接続の不良など、 機材のトラプルは

起こりうる事態なので、 原則は紙に印刷した配付 料でのプレゼンテ ー ションを念頭に骰いて下さい。

•本学は機材のトラブルに関する頁任を一切負いません。

2. 面接について

プレゼンテ ー ションの後、面接官が質問します。面接では、①出願書類に書かれている内容、②プレ

ゼンテ ー ションの内容を中心に質問をします出願書類の内容を自身で整理した上で、面接に臨んで下

さい。面接時間は15分～20分程度です。途中、体調不良等が生じた場合は、面接官に申し出て下さい。
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